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文 責 濱 谷 昌 人

第７７回成田中学校入学式 ～４年振りに『歓迎の歌』が響き渡る！～
「仲間と共に信頼し合い、絆を深め、どんなことにも挑戦し！」（赤海さんの『入学の言葉』より）

４月１０日（月）、明るい春の陽射しの中、

初々しい新入生１４３名を迎えました。４年

振りに在校生が参列すると共に来賓の皆様を

お招きし、第７７回入学式を開催することが

できたことを心より嬉しく思います。新入生

の皆さん、入学おめでとうございます。入学

式での皆さんのマナーや心のこもった爽やか

な返事はとても立派でした。中学校生活への

意気込みや決意が伝わってきました。来賓と

してお見えになっていた、皆さんの出身小学

校の校長先生や教頭先生も大変喜んでくださ

っていました。また、在校生による『歓迎の

歌（青葉の歌）』はいかがでしたでしょうか。

皆さんの先輩達は、歌声と挨拶に誇りを持ち

伝統にしてきました。先輩達の精一杯の歌声

が、新入生の皆さんの心に響いていたなら嬉しい限りです。新入生の皆さんと在校生の手で、素晴らしい入学

式にすることができたと思います。

また、このような状況の中での入学式を温かく見守ってくださった保護者の皆様には、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。ありがとうございました。

そして、今年度の入学式で『入学の言葉』を述べたのは、八生小学校出身のA.Sさん(1年)でした。これから

始まる中学校生活の中で、「何事にも全力で取り組むこと」と「たくさんの人と関わり、関係を大切にすること」

を大切にしていきたいと抱負を述べていました。緊張しながらも目を輝かせながら一生懸命話す姿に、期待で

胸がいっぱいなのがよく伝わってきました。そして、最後に、「仲間と共に信頼し合い、絆を深め、どんなこと

にでも挑戦し、充実した毎日を過ごしたいと思います。まだまだ苦手なことがたくさんあります。失敗も多く

経験するでしょう。しかし、苦手なことや失敗を成功に変えていくために、日々努力していきます。成田中学

校の生徒であることを誇りに、伝統を受け継ぐため、全力で取り組んでいきます。先生方、先輩方、ご指導よ

ろしくお願いします。」と締めくくりました。中学校生活への期待と意気込みが伝わってくる素晴らしい『入学

の言葉』でした。ぜひ、仲間と共に成長できる、充実した３年間にしていってください。

Aさんの中学校生活への思いは、新１年生の皆さんだけではなく、先輩達の心にも響いたはずです。目をキラ

キラ輝かせ入学してきた新入生１４３名が、きっと、上級生と共に成田中学校の新たな伝統を築き上げていっ

てくれることでしょう。先輩達と一緒に、この学校のスローガンでもある「誰もが夢を持ち、明日も行きたい

と思える学校」にしていってください。期待しています。

学校給食費無料化対象家庭へ！ ～５／１２（金）までに申請を！～
既に連絡済みですが、成田市では、中学３年生、ひとり親家庭、そして、第３子以降の保護者に

ついては、学校給食費を無料とすることになりました。対象の保護者の皆様は、申請が必要か否か

を確認し必要な場合は、５月１２日（金）まで必ず申請してください。

※制度の詳細についてのお問い合わせは成田市学校給食センター(☎27-9449)へ。

成田中だより
≪令和５年度学校教育目標≫『 夢 へ 』

「誰もが夢を持ち、明日も行きたいと思える学校」を生徒とともに目指します！
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歓迎の言葉 ～何よりも心強いのは、今日出会った仲間の存在～
入学式で、在校生を代表して『歓迎の言葉』

を述べたのは、生徒会役員の M.S.さん(3年)で
した。優しい眼差しで穏やかに語りかけるよう

な M さんの温かい言葉に、新入生の皆さんも安
心し、成田中学校での生活に大きな期待を抱い

たのではないでしょうか。

M さんは、成田中学校が「挨拶」と「歌声」

で溢れていることを伝え、挨拶をすると自然と

笑顔が増えていくので自分から挨拶ができる人

になってほしいと優しく投げかけていました。

そして、「慣れない環境での生活になりますが、

楽しいことだけでなく、悩むこともあるかもし

れません。そんな時は、一人で抱え込まず、私

達２・３年生や周りの仲間、先生方を頼ってください。今日から始まる３年間は、長いようであっという間で

す。悔いの残らない学校生活にするために、かけがえのない時間や仲間を大切にして、多くのことを学び、経

験して、充実した３年間にしてください。どうか、卒業する時には、『成田中学校で良かった』と思えるような

日々を送っていってください。これから、私達２・３年生とも素敵な思い出をつくっていきましょう。」という

最後の言葉に、新入生の皆さんは、大きな希望と勇気をもらったのではないでしょうか。安心して成田中学校

での生活をスタートさせることができると思います。そんな日々にしていくためにも、思いやりの心を忘れず、

互いを認め合い、協力し合っていく日々にしていってください。

M学年出航 学年目標は『大樹～互いに支え、創る大きな樹～』です！
暖かな春空の下、１年生森川学年の皆さんが、元気に成田中学校の門をくぐってきました。少人数の環境で

過ごしてきた豊住小と八生小出身の皆さんは、成田中学校の人数の多さに驚いたかもしれません。学区外の小

学校から入学してきた人は、小学校時代の友人がいない中、よく頑張りましたね。やや表情は緊張していたも

のの、新入生の皆さんの希望に満ちあふれた表情が印象的でした。そして、入学式での精一杯の返事が、これ

からの３年間に繋がっていくはずです。さあ、成田中学校での新たな生活が始まりました。M学年の目標は『大
つな

樹～互いに支え、創る大きな樹～』です。入学したばかりでまだ「種」の状態の皆さんが、ここから「芽」を

出し、３年間かけ立派な大きな「大樹」のように成長していってほしいという願いが込められているとのこと

です。まずこの１年間は、根を張るところからですね。そして、これから充実の３年間にしていきましょう。

皆さんの中学３年間を応援しています。
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【１学年スタッフ紹介】

学年主任 M.Y.（保健体育科、サッカー部）
Ａ組担任 F.M.（数学科、バレーボール部）
Ｂ組担任 A.H.（国語科、卓球部）
Ｃ組担任 A.S.（保健体育科、野球部）
Ｄ組担任 I.K.（社会科、野球部・サッカー部）
副 担 任 F.M.（英語科、ボランティア部）
副 担 任 M.R.（英語科、サッカー部）
副 担 任 K.M.（理科） 休職中

「よろしくお願いします！」

新２・３年生も笑顔でスタート ～２年生は、緊張の中でクラス替え～
この１年間、成田中学校の中心となり、学校を支えていく新２

・３年生も、令和５年度のスタートを切りました。４月７日（金）

新２年生の初日は、クラス替えもあったため緊張の一日となった

と思いますが、各教室を回っていると、新しい仲間達と笑顔での

スタートを切れているようで安心しました。とは言え、今週は、

新しい環境の中で気を遣い過ぎて疲れている人もいるかもしれま

せんね。家では、ゆっくり休んでください。

新２年生も、新３年生も、これからの仲間づくりで大切になっ

てくることは、何といっても「思いやり」の心です。最初はぎこ

ちなくても、「思いやり」の気持ちを忘れなければ、きっといい

友達になっていけるはずです。相手の心の痛みを感じることので

きる人でいてください。相手の小さな頑張りに気付き認められる ◎優しくて明るい青空・若葉学級の先生方！

人でいてください。もちろん、男女関係ありません。新しい出会いは、皆さんを大きく成長させてくれるはず

です。また、たとえ、以前人間関係がうまくいっていなかったとしても、心が大きく成長する中学校時代は、

お互いに変われるときです。誰とでも認め合って、仲良く生活してほしいと思います。仲間のいいところを一

つでも多く見つけられるようなクラスにしていってください。「困ったときはお互い様」なのです。辛いことが

あれば、互いに手を差し伸べ合える関係を築いていってほしいと願っています。共に学び、共に高め合うこと

のできる集団にしていきましょう。

【２年生・３年生・青空学級・若葉学級の担任の先生方】～心機一転、元気いっぱいのスタート！～
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令和５年度を気持ち良くスタートさせるために ～先生達の清掃活動～

春休み中、我々職員の一日は、学校の清掃活動から始まっていました。年度初めの忙しい時期にもかかわら

ず、朝の打合せが終了すると各学年でチームを組み、勢いよく約２０分間の清掃活動に没頭するのです。新し

く転入された先生方も早速それぞれのチームに加わり、生き生きと楽しそうに学校をピッカピカにしていまし

たね。不思議と廊下だけでなく、それぞれの新学年の先生方のチームワークも、この清掃活動で磨かれていく

ような気がしました。そして、熱心に清掃に取り組む先生方の姿からは、「新年度、少しでも学校をきれいにし

て、成中生を迎え入れよう！」という気持ちが感じられました。始業式の日の朝、昇降口の泥がないことに、

廊下がきれいになっていることに、そして、下足箱の中がスッキリしていることに気が付いてくれましたでし

ょうか。先生方が、令和５年度を気持ち良くスタートさせようと頑張っていました。

部活動大会速報！ ～ソフトテニス部が、春の郡団体戦に挑む！～

４月８日（土）始業式翌日、ソフトテニス部が全ての部活動の先陣を切って、春の郡団体戦（小川杯・中島

杯）に挑んできました。いよいよ大会シーズンが始まりました。男子ソフトテニス部新顧問のE先生は、着任早

々の大会引率で大変だったと思いますが、男子チームのために頑張ってくださ

っていました。男女共見事に初戦を突破しましたが、二つ目の試合でそれぞれ

強豪校と当たり残念ながら敗れてしまいました。それでも、強豪校との対戦は、

夏の大会に向け大きな経験になったと思います。また、冬季練習の成果も出て

いたと思います。男子チームも女子チームも、負けた後前向きな雰囲気が感じ

られたのも良かったです。「自分達にもやれる！」という手応えを感じたのでは

ないでしょうか。５月の郡個人戦（岩本杯・伊藤杯）に期待したいです。

就学援助制度について ～学用品や給食費などの援助～
成田市では、学用品費や給食費などの支払いが困難な児童生徒の保護者を対象に、援助を行って

います。援助を希望する方は、学校にお問い合わせください。(☎22-0304 窓口：金城教頭)

※制度の詳細については学校または成田市教育委員会学務課(☎20-1581)へ。


